
 

 

 

 

 

  今回の『山ろうだより』では、子どもたちの学習の様子の一部を紹介します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立山形聾学校 

Ｒ６年度 第３号 

令和６年５月１７日 

  

    

神輿担ぎの参加前に、上谷柏

生活改善センターの草取りを

行いました。現地に着いたとた

ん小雨が降ってきたのですが、

子供たちは合羽を着て黙々と

作業を頑張りました。大きなゴ

ミ袋一杯にたまった草を見て、

子供たちも満足そうでした。 

 コロナ禍で中止になっていた

神輿担ぎが再開され、上谷柏子供

会と一緒に町内を練り歩きまし

た。笛の合図に合わせて、「わっし

ょい」の掛け声をかけながら１時

間ほど歩き、甲箭神社で焼き鳥を

ごちそうになりました。 

 「きれいにしたい班」と「清潔班」の２つのグループに分かれ、蔵王駅に

行く途中の地下道の清掃や歩道のゴミ拾いを行いました。地下道の階段を丁

寧に箒で掃いたり、手すりを雑巾で拭いたり、通り過ぎる方と挨拶を交わし

ながら一生懸命取組みました。また、歩道に落ちているゴミを拾い、学校に

戻ってから分別して処分しました。清掃活動を通して地域に関わることで、

自分たちが地域のためにできることを体験を通して学びました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

  
  

 山形税務署の職員の方を講師として

迎え、税金について教えていただきまし

た。税金がどのようなことに使われてい

るのかを講話を聞いたり、字幕付きのア

ニメを見たりして学び、税金の大切さを

学ぶことができました。 

 日本赤十字社山形県支部の方を講師に迎え、新入生の入会式を行いました。赤十字の歴史や

活動を知ることで、普段の生活でも奉仕の気持ちをもつことの大切さを学びました。 

 一般財団法人山形県教職員組合互助会公益事業スクールコンサートを活用し、パーカッション

アンサンブル『パラマリー』の方々の打楽器演奏を聴きました。子供たちは、曲に合わせてリズ

ムをとって身体を動かしたり、手拍子をしたりして楽しみました。演奏後には「楽しかった。」「知

っている曲があって嬉しかった。」と笑顔で話していました。幼稚部のたんぽぽ組では、教室に戻

ってから、学校にある鉄琴や小太鼓を鳴らして、楽器の演奏を楽しみました。 

■編集後記■ 今年は、早い時期から熱中症対策が必要になりそうです。急な暑さに対応できるよう

に暑さ対策（帽子や日傘、タオル、水分補給等）のご対応をよろしくお願いします。 

（文責：坂井） 


